










































The relationship between art expression by the person with a disability 
and the family 
Summary 
A variety of strange acts are seen in the daily life of severely mentaly the person with a disability. 
However, viewing positively as expressive acts changes family's viewpoint, not viewing 
positively as negative acts. Therefore, the study of purpose is to make the meaning and effect of 
respecting them unique way of living from the diverse perspective of the family living with them 
clear by reexamining their acts from a viewpoint of art that captures the perspective of rigid ones 
in many ways. I studied the value of artistic expressions of people with disabilities focusing on 
the relationships with the people around them, especialy the viewpoint of "family". Research 
method is based on the results of an interview survey on disabled artists'families including my 
family targeting parents and siblings of disabled artists with a history of exhibitions in exhibitions 
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？中谷和人、「〈アール ・ブリュ ット／アウ トサイダー・ アート〉をこえて ：視代日本における障害のある
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17服部正『節がいのある人の創作活動：実践の現局から』、あいのり出版、 2016年、 p.3 
18服部正、『アウトサイダー・アート：現代芙術が忘れた「芸術」』、光文社、 2003年、 p.131



























また、日本において 「アール・ブリュッ ト」「アウ トサイダー・アー ト」 が広く知られる
ようになったきっかけに、1993年に世田谷美術館で開催された「パラ レル ・ヴィジョン」
展と 、「 日本のアウトサイダー ・アー ト」 展がある。これらの展示は、2000年代以降のアー
ル ・ブリュッ トの普及につながっていく 。
ほかにも 1990年代以降の日本独自の流れとして、1995年に財団法人たんぽぽの家理事長
の播磨靖夫により提唱された「エイプル ・アー ト (ABLEART＝可能性の芸術）」がある。
20服部正「日本の福祉施設と芸術活動の現在 ：アウ トサイダー ・アートと障害者アートのはざまで」藤田
治彦編『芸術と福祉 ：アーティストとしての人間』、大阪大学出版会、 2009年、 p.250



























2 艮津結一郎、『舞台の上の障害者：税界から生まれる表現』、 一般社団法人九州大学出版会、 2018年、
p.71 



































































30川井田祥子、『障害者の芸術表現 ：共生的なまちづくりにむけて』、水咄社、 2013年、 p.137 
31堀江、前掲弗、 p.87
























































例えば、 学芸員の服部正は、 「今村花子の作品」を例に取り 上げている。
34 久保田翠「Cace6蹄がい者支援から究容性のある社会づくりへ 浜松のプロジェクト『クリエイティプ
サポートレッツ』」、『地域を変えるソフトパワー アートプロジェクトがつなぐ人の知恵、まちの経験』、
藤浩志 ．AAFネットワーク、 2012年、 p.85

















服部の言 う「社会モデルに反転する劇的な瞬間」は、 当事者にとって最も身近な存在であり 、
当事者のこだわりや日常行為と密接に関わり 、向き合い、折り合いをつけてきた家族と芸術
活動の現場でめまぐるしく起きていると考えられる。



















































































ィンタビュー実施日 ：2018年 11月 21日
③ 伊藤樹里（女性）
所）属 ：たんぽぽの家アートセンターHANA（奈良）
主な出展 ：「存在と生活のアート “JURJXWORKS" 」（東京、 AJAギャラリー、 2012
年）他
インタビュイー ：父、母
インタビュー実施日 ：2018年 12月 20日
④ 香川直輝（男性）
所）属 ：特定非営利活動法人ホッと（大阪）
主な出展 ：「ポコラー ト全国公蒻展 vol.8」（東京、アーツ千代田 333J、2018年）
インタビュイー：母、兄
インタビュー実施日： 2018年 12月 21日（母）、 2019年 1月 11日（兄）
⑤ 高橋舞（女性、箪者の姉）
所属 ：障害福祉サービス事業所アルス ・ノヴァ（静岡）
主な出展 ：「ポコラート宣言 2014」（東京、アーツ千代田 3331、2014年） 他
インタビュイー ：父、母


































































仕切られた個人のスペースを持ち、 油絵、イラス ト、 動物の張り子の制作に取り組んでいる。




あることが伺えるだろう。2007年には「エイブルアー ト・ カンパニー」41のアーティス トに
登録し、多数の作品が商品化、販売され、より多くの人の目に作品が発信されている。
41障害のある人のアー トを、デザインを通して社会に発信する組織。 2007年 4月設吃。障害のある人のア
ート（絵画・イラスト ・祖など）を、広告や商品のデザインに使用することを仲介し仕事につなげてい
る。（エイブルアー ト ・カンパニーのホームページより抜粋）「エイブルアート・カンパニー AboutUs 
概要と実紹」http://www.ableartcom.jp/abou tusdb/ about. h uni、2019年 2月28日最終アクセス
22 
図 2アトリエで制作する中村真由美さん 図 3制作中の動物の張り子
図 4中村真由美 《水牛》、ベン、アクリル、キ 図 5中村真由美 《茶々 》、アクリル、 顔
































































°父親へのインタビューでの発言 (2018年 11月 21日）
44母親へのインタビューでの発言 (2018年 11月 21日）
45同前























3. 2. 2 事例② ：中村和暉 （特定非営利活動法人コーナス アトリエコーナス）
先述した大阪市阿倍野区にある、特定非営利活動法人コーナスのアトリエコーナス（以




47 関根氏へのインタビューでの発言 (2018年 11月 28Fl) 
48 上條桂子 (2008)ワタリウム美術館で「島袋遊浩展 ：芙術の星の人へ」
〈http://ism.excite.eo.jp/art/rid_Origina1_02603/pid_3.html〉、 2018年 2月 28Fl最終アクセス
26 




























いる。保坂健二郎監修、アサダワタル編『アール ・プリュット アート 日本』平凡社、 2013年、 p.119 
50中村政人「ポコラート： ！店がいの有無に関わらず人々が出会い、相互に影櫻し合う場」、服部正『障が
















































図 6中村和暉 《ことば＋つむぐふんすいプール》展示風景（東京、アーツ千代田 3331、2018年）
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62 白岩嵩子「アトリエコーナスについて」（アトリエコーナスで配布している賓料の一部） 2018年 4月20
Fl 
63桐生典子「子どもに『YES』を言い続ける！」、『週刊女性自身』、光文社、 2015年 9月1日号、 p.64
64堀江千加子「バリアのない社会ヘアー トが開く心の靡」、 『婦人乃友』、 2018年 6月号、婦人乃友社、
p, 84. 






























67藤浩志 「アーティストインタビュー ：アートとは？」、九州大学ソーシャルアー トラボ編『ソーシャル






















































人びとの芸術活動から」、『文化人類学』第 74巻第 2号、東京：日本文化人類学会、 2009年、 p.227









































































って来る。人の目が• • •。わかってもらいたいっていう気持ちが強いからかな。逆に （樹





















81母親へのインタビューでの発言 (2018年 12月 20日）































84母親へのインタビューでの発言 (2018年 12月20A) 








































































んを担当しているスタッフ Tさんは、その Tシャツを《かみあと》（因 12)と名付け、「ポコ


































んとロックのイメージがつながった」 91 （スタッフ T)
という。こうした経緯から、ますます穴の空いた Tシャツに魅力を感じた Tさんは、 2018
年のポコラー ト全国公券展にその Tシャツを出品する運びとなったのだ。







90 スタッフ Tへのインタビューでの発言 (2018年 12月 21日）
91 同前



























































































































































































































図 13詰め物をしている舞 (1999年当時 6歳）
図 14詰め物の事例（左：母の大事なカバン、 右：靴下）






























4. 1. 2 認定 NPO法人クリエイティブサポートレッツ概要





104父親へのインタビューでの発言 (2018年 12月 18日）
































































































Ill 久保田、 一般財団法人たんぽぽの家編、 2016年、前掲掛、 p.187

























が『これなら ！』と納得するやわらかさを獲得する」 114（偲 17) （図 18)
図 18手で感触を確かめる
ある時、作品がどのような評価を受けるのか試してみたかったスタッフ〇さんが、《はっ












I I~ 都築智ー「消j橋舞のガムテープ」、『ROADSIDERS' weekly』 201 8 年 12 月 26 日号 Vol.337
115 中村政人、『ポコラー ト宣言』、3331Arts Chiyoda、2015年、p.21

































集』、認定 NPO法人クリエイテイプサポートレッツ、 2018年、 p.14


















関わってみようと思う J123という意見もあった。第 2章で、 美術の性質として、作者本人に
ついて言及されることはないと述べたが、障害のある人の作品発表の場においては、福祉に
まったく関心のなかった人が作品を通じて蹄害のある人と出会うという効果も期待できる。









































125父親へのインタビューでの発言 (2018年 11月 1日）
126母親へのインタビューでの発言 (2018年 11月 1日）













































































開している。ジュネビエーブを扱った作品は、《MYSISTER -being learning disabled and geting 
on with it》や《MYSISTER -her new life as an independent learning disabled woman> 133 (~I 19)な
どがある。





















































【①個展会場は家族 4人が 18年間蘇らした自宅であること 】
今回の展示の最も大きな特徴であり 、個展を開催するきっかけとなったのが自宅の引越
しであった。1994年に箪者が誕生してから、2013年に高等学校を卒業するまで、家族 4人
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137展究会の DM （図 20)より
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4. 2. 3 結果（当日の様子）
まず、 二日間の開催で約 250人の来場者があったことは、展覧会が盛況であったことを物
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139母親へのインタビューでの発言 (2018年 12月 18Fl) 
MO后］前。



























143都築梱一 「高栃舞のガムテープ」、『ROADSIDERS'weekly』2018年 12月26日号 Vol.337
144 Facebookの投稿で寄せられた感想より
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図 8たんぽぽの家アー トセンターHANA「アーティス ト紹 介 伊 藤樹里作品」、
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